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1． この会社が目指す姿が理解できるか 
パーク 24 は、モビリティサービス（端的に言えばレンタカーサービス）や駐車場ビジネ

スを通じて「時代にマッチした快適さを人々に提供する」ことをグループ理念として掲げて
いる。交通関連の諸問題に正対し、社会の持続的発展に貢献するという明確なゴールを芯に
持っていることが容易に理解できた。 
この理念の実現のためには経済的・社会的価値の両方で他企業を出し抜いて高水準に至

る必要があり、現状でも業界トップの事業範囲を更に拡大する必要がある。目標として、駐
車台数 100 万台、モビリティ車台数 10 万台、グループ会員数 1000 万人といった具体的な
数値が提示されており、現状で満足しない意欲的な姿勢が窺えた。 
こうした事業目標の達成に際して、業界柄新型コロナウイルス感染症の影響は大きいも

のであった。レジャー目的での車の使用頻度が激減したことで、駐車場・モビリティサービ
ス共に営業成績は悪化、赤字も経験している。まずは短期の目標として来期までの絶対黒字
化を掲げ、その上で従来の長期的な目標の実現時期を 2 年ほど後ろ倒しにして、一刻も早
いコロナ禍以前への復帰を約束している。そのために、ポストコロナのビジネス形態につい
ても詳しい考察が行われていて、パーク 24は「４つのネットワークの拡大とシームレス化」
が重要であるという結論に至っている。4つのネットワークとは、人、駐車場、クルマ、街
の４要素のことを指し、この４要素がより簡単にコミットしあえるような環境づくりを交
通という観点から行っていくということである。例えば、スマートフォンアプリの開発や、
時間帯によって需要の高いサービスを提供し分けるといったプランが着々と進行している。 
総じて統合報告書からは、厳しい逆風の中でも大筋を変えることなく企業理念に向かっ

て突き進むという精神を感じることが出来た。 
 
2． この会社の競争優位性が理解できるか 
私はパーク 24 グループの名前を今まで知らなかったものの、当社のサービスブランドで

ある「Times」の名前には聞き覚えがあった。街中の月極駐車場などで看板を目にする人も
多いだろう。現状で業界最大手と言えるこのパーク 24 の優位性を理解する為には、そのビ
ジネスモデルを知ることが不可欠である。 
最も収益の大きいセグメントである駐車場部門について、まずグループは土地オーナー

との間に賃貸契約を結ぶ。パーク 24 側は毎月土地の賃料をオーナーに支払う。駐車場の開
発はパーク 24 が全ての資金を出し、顧客の支払う駐車料金を 100%回収するという形態で



ある。投資額自体は比較的少額であり、また収益が計算しやすいという特徴がある。より具
体的には、原価のうち７割をオーナーへの賃料が占めており、原価がほぼ固定であることか
ら限界利益が極めて高いと言える。また、駐車場の運営は完全無人であり、人件費がかから
ないことも大いに優位性に寄与しているだろう。 
モビリティ部門について、上記の駐車場などを中心にレンタカーを設置し、無人での引き

渡しを行うサービスを提供している。新車で購入する車両は四年で中古として販売するこ
とになっており、その際の売却価格も当社の収益となる。自社の駐車場に停車させるため駐
車代は一切かからず、また人件費についても不要であるため、実質原価は初期費用の車両代、
その後のガソリン代のみとなる（ガソリン代は基本的に当社負担）。 
 以上を踏まえて、パーク 24の競争優位性はその収益性の高さにあると容易に理解できる。
基本的に無人での運営を行い、原価以外の出費を最小限に抑えることで、幅広い地域への展
開、自社市場の拡大を簡単に行うことができるということである。 
 
3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 
パーク 24 の強みは上記のようなコスト削減、低原価であるから、競争優位を持続させる

為には新たな技術を取り入れ続けることが重要である。この部分で、例えば三井のリパーク
といった他社ブランドに追い抜かれてしまうようであれば、今後の展望は厳しいと評価せ
ざるを得ないだろう。 
統合報告書によれば、ポストコロナに向けて、例えば駐車場入り口のパークロックの削除

や駐車場のレイアウトの一新といった技術面での改善を意識していることが分かる。 
もう一点、上記で Times ブランドの持つ市場の広さが優位性として挙げられたが、その

範囲を更に広げるべく海外展開も十分に視野に入れるべきである。こちらについても統合
報告書では海外事業を新たなセグメントとして資金投入していることがわかり、本レポー
トにおいてパーク 24 の持つ競争優位性として挙げたポイントについては、網羅的に持続さ
せるよう努力が行われていることが理解できた。 
また、そもそもこの駐車場業界について、特性上新規参入が難しいため、最大手のパーク

24 がほぼ独占的に事業を行っている市場であるという見方もできる。そのため優位性を持
続させるのは他業種と比べてそれほどにハードルの高いものではないものの、企業努力を
怠るべきではない。 
 
4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 
統合報告書によれば、近年、当社は人的資本育成の為の制度改革に取り組んでいるようで

ある。2018 年にはグループ内で人事システムを統一し、能力に基づく等級制度、その等級
ごとに設定された基準に基づく評価制度、そして報酬制度という三本柱をリニューアルす
ることで、人材の目標達成意欲を刺激するように改革を行った。 
私がこの会社に入社するとして、上記のような等級制度に基づいた段階ごとの研修制度



には大変魅力を感じる。また、ワークライフバランスの選択にオプションが豊富であること
も勤労意欲を向上させる素材となるだろう。育児や介護などの個人の状況に応じて柔軟な
勤務時間を設定することが可能であり、また、一時間単位での有休の設定ができるというの
は他社にはない強みと言える。 
全国展開している企業ならではの転勤についても個々人に選択権が与えられている。全

域型と地域型という２種類の勤務体系を選ぶことが可能である。全域型では全国各地域へ
の転勤が多く行われ、逆に地域型では転勤が最小限であり、私生活を優先した勤務が可能で
ある。前者を選べば、他地域への転勤を通じて自分の見識を広めたり、地域ごとの適切なビ
ジネス形態の考察などをしたりといったことに役立つだろうと個人的には感じた。 
 
5．報告書にはどのような改善余地があるか 
最後に、当社の報告書は分量も適切で、要点が的確にまとめられておりステークホルダー

の視点からは優良なものであったと言える。強いて改善点を挙げるとすれば、事業の有する
リスクの項目をより詳しく記述してほしい。あまり大きく取り上げたくないという考え方
も理解できるものの、せっかく諸問題に対する低減措置が練られているのだから、堂々と分
量を割いて提示することで、より一層ステークホルダーからの信頼を勝ち取ることが出来
るのではないかと感じた。 
以上をもってパーク 24 の統合報告書(2021)の考察とする。コロナ禍を経験した上で、今

後のビジネス形態について余念なく検討している報告書であり、好感が持てた。 
 


